
日本の地方の食材の魅力を伝える料理教室をシンガポールとタイで開催
　クレアシンガポール事務所では、2021 年 10 月から 11 月にかけて、ABC クッキングスタジオと連携して、日本の地方の食材の魅力を
伝える料理教室をシンガポールとタイ（バンコク）で開催しました。両国ではそれぞれ日本の 3 つの自治体から自慢の食材を提案していた
だき（シンガポール：鳥取県・香川県・栃木県小山市、タイ：和歌山県・愛媛県・群馬県沼田市）、コロナ禍で各国政府が行動規制を敷くな
かではありましたが、両会場で多くの参加がありました。
　レッスンにはインフルエンサーや地元メディアを招待し、レッスンの様子・日本産食材など
について広く発信する機会を設けました。また今年度初の試みとして、シンガポール会場では
用いた食材のスタジオ販売を行いました。
　レッスンで使用した食材はシンガ
ポールおよびタイの両国の参加者の
間で大変好評で、食材自体の魅力を
伝えるだけでなく、日本の自治体を
知るきっかけにもなったほか、アン
ケートを通じて本レッスンが食材の
購入意向の高まりや食材同士の相乗
効果による新たな需要の開拓に寄与
したことが判明するなど、日本食材
の更なる普及の可能性を感じさせる
結果となりました。
　当事務所では、コロナ禍にあって
も日本の地方の魅力を伝えるべく、
今後も多様な方法で継続的な支援に
取り組んでいきます。

シンガポール事務所

レッスンの様子（シンガポール） レッスンの様子（タイ）

「韓国自治体政策研究セミナー」を開催し、韓国内の先進的な事例を発信！
　　ソウル事務所では、2021 年 11 月 11 日、12 月 9 日の 2 回にわたり「韓国自治体政策研究セミナー」を開催しました。
　このセミナーは、日本の地方自治体が抱える政策課題について、韓国における先進的な事例を紹介するものであり、日本の自治体実務者
からのアンケート結果を踏まえ、「韓国におけるデジタル化とスマートシティの推進（第 1 回）」、「韓国における多文化共生ネットワークの
構築（第 2 回）」とテーマを設定し、オンラインで実施しました。
　第 1 回のセミナーでは、世界スマートシティ機構（WeGO）とソウル大学教授の黃俊晳氏から、各国都市間におけるネットワーク構築の
意義や京畿道始興市マスタープランと連携した大学キャンパスの建設について発表いただいたほか、大田広域市から、国土交通部が主導す
るスマートシティチャレンジ事業について発表いただきました。
　続く、第 2 回のセミナーでは、韓京大学教授の崔承範氏から、国の基本計画や広域自治団体の優秀事例について発表いただいたほか、ソ
ウル特別市と安山市多文化家族支援センターからは、子どもの成長過程（出産、教育、就職）に応じたプログラムから文化交流に至るまで、
多文化家族に対する包括的な支援事業について発表いただきました。
　ソウル事務所では、日本
の自治体実務者に向けて先
進的な政策を発信してまい
りますので、引き続きご期
待ください。
※ セミナーの様子（YouTube）

と日本語版の資料は以下
のURLからご覧ください。

　 http://www.clair.or.kr/
information/seminar_
open.asp

ソウル事務所

オンラインセミナーの様子（同時通訳） スタジオでの司会進行の様子

―最近のクレアの動きや所管国の状況等を�
� 短くまとめて紹介します
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日欧地域連携ヘルプデスクウェビナー開催　日欧間の産業連携の取り組みを発信しました！
　2021 年 12 月、クレアパリ事務所は、産業面における日欧地域間の連携促進を目的として、日欧地域連携の好事例を紹介するウェビナー
を、アルザス欧州日本学研究所（CEEJA）と共同で開催しました。2021 年度の第 1 回目は「医療・ヘルスケア技術の未来へ向けて　日独
地域連携によるアプローチ」と題し、医療・ヘルスケア技術分野におけるさいたま市とドイツ産業クラスターの事例を紹介しました。第 2
回目は「日・フィンランド森林連携　～脱炭素化を見据えて」と題し、長野県とフィンランド北カルヤラ県との森林分野での連携を取り上
げました。ウェビナーでは、自治体間での MOU 締結により地域間連携の進化・拡大を図ることができる点や、身近な地域課題に関連付け
ながら地球温暖化など世界規模の課題に取り組むことの重要性など、連携を成功させるためのポイントが紹介されました。
　日欧地域連携ヘルプデスクホームページではこれまで開催したウェビナーを随時掲載しているほか、プラットフォームへのご登録により、
日欧地域連携に関する最新情報をお届けしています。ぜひ、ご登録ください！　URL：https://www.ejrc-helpdesk.eu/ja/home

パリ事務所

パネルディスカッションでの意見交換各地域・クラスターからの事例発表の様子

日系航空会社で派遣元自治体 PRのプレゼンテーションを行いました
　2022 年 1 月 20 日、中国からのインバウンドに重要な役割を担う日系航空会社の北京支店で、クレア北京事務所職員 3 名が派遣元自治
体 PR のプレゼンテーションを行いました。
　日中間の国際線のみならず、日本国内で多くの航空路線を運航する同社との連携は地域への誘客促進効果が期待できます。今回は、滋賀県、
兵庫県、鳥取県から派遣されている職員がそれぞれ派
遣元自治体の概要、特産品、名所、観光施策などを紹
介しました。聴講者からは最寄りの空港からのアクセ
ス方法の質問があったほか、各地域に旅行したいなど
の感想も聞かれました。
　同社と連携した派遣元自治体の PR 企画は全部で 3
回を計画しており、今後 5 自治体（※）がプレゼン
テーションを行う予定です。

（※）東京都、長野県、香川県、愛媛県、宮崎県宮崎市

北京事務所

プレゼンテーションを行うクレア職員
（奥中）

プレゼンテーションの様子

JAPAN�EXPOに初出展！
　2021 年 12 月 17 日、JAPAN EXPO が、シドニー市タウンホールで開催されました。JAPAN EXPO は、日本の文化・伝統・食・観光
などのプロモーションを目的とするイベントで、シドニー市で今回初めて開催されました。
　クレアシドニー事務所は、日本各地の地方自治体の観光 PR に加え、 FINA 世界水泳福岡大会＆ FINA 世界マスターズ水泳九州大会や JET
プログラムの PR を行いました。シドニー市中心部で開催されたことや、ニューサウスウェールズ州政府による新型コロナウイルス感染症対
策規制の緩和が進められた後ということもあり、多
くの方々が来場し、クレアシドニー事務所のブース
には、将来の訪日観光に向けて日本の人気観光地の
情報を求める方々が集まりました。
　また、多くの方々が日本への訪問歴があるとのこ
とで、「次は今までに行ったことのない日本の地方の
観光地を訪問してみたい」という声を多くいただき、
日本における水際対策措置緩和後のインバウンド需
要の素早い回復を期待させるものがありました。
　クレアシドニー事務所では、引き続き、日本各地
の地方自治体のオーストラリアおよびニュージーラ
ンドにおけるプロモーションを支援していきます。

シドニー事務所

開催を祝して行われた鏡開きに参加する
クレアシドニー事務所職員（右）

日本の地方自治体の観光 PR を行う
クレアシドニー事務所職員
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2021 年度食を通じた地域のプロモーション・交流事業を開催しました！
　クレアでは、日本およびアジア各国に料理教室を展開する株式会
社 ABC Cooking Studio（東京都千代田区丸の内）と連携して、
日本の地域の魅力を海外に向けて発信し、海外販路開拓やインバウ
ンド観光促進につなげることを目的とした、地域の「食」と「文化」
を体験できるツアー形式のプロモーション事業を行っています。
　2021 年度は、アジア各国に訴求力のある日本国内在住の外国人
インフルエンサーを招へいし、徳島県（三好市、美馬市、東みよし町、
つるぎ町）、群馬県（沼田市、高山村、みなかみ町）、鳥取県でツアー
を実施しました。
　インフルエンサーには、各地域での体験を SNS や動画配信など
を通じて海外に向けて発信していただき、需要の喚起や認知度の向
上を図りました。
　今後も、さらなる地域の魅力発信をサポートしていきます！
　事業の詳細はホームページをご覧ください。
　http://economy.clair.or.jp/activity/project/
■お問い合わせ　経済交流課
　Tel：03-5213-1726　Mail：keishin@clair.or.jp

経済交流課

鳥取県で行われたツアーの様子（松葉がにと紅ズワイガニの食べ比べ）
（写真提供：STUDIO 男爵）

自治体訪問研修として、レスター市を訪問しました
　クレアロンドン事務所では、英国の地方行政制度、自治体や議会の運営および政策などに関する職員の知識を深めるとともに、自治体関
係者との人脈づくりを促すため、自治体訪問研修を実施しています。2021 年 12 月にはレスター市を訪問し、同市におけるスマートシティ
政策についてお話を伺いました。
　レスター市は、ロンドンから北に電車で約 1 時間の場所にある人口約 40 万人の都市です。ロンドンからさほど離れていない一方で、ロ
ンドンよりも物価が安いことなどから、その人口は若者を中心にここ 10 年間で約 7 万人増加していますが、同時に平均所得が全国平均よ
りも低いことが課題となっています。
　担当者によると、貧困や人種による格差、情報
格差、気候変動などの社会問題を解決するために、
同市ではスマートシティ政策の推進に注力してい
ると言います。具体的には、地域のコミュニティ
団体や中小企業、大学、政府などと協力しながら、
公営住宅への Wi-Fi 整備、スタートアップ支援、
オープンデータの活用などの取り組みを進めてい
るとのことでした。また、インド系住民をはじめ
とするエスニックマイノリティが多く住む多民族
都市としての特徴を踏まえ、市民のさまざまな意
見を政策に反映できるよう、訪問調査などの地道
な取り組みを強調されていたことも印象的でした。

ロンドン事務所

レスター市職員と
クレアロンドン事務所職員

クリスマスイルミネーションが施された
タウンホール（1876 年竣工）

野球を通じた日米関係とは？―クレアニューヨークセミナー開催―
　2021 年 11 月 17 日、事務所内で久々の対面のイベントとして、クレアニューヨークセミナーを開催しました。今回はスピーカーとして
ニューヨーク・ヤンキースでアジア太平洋地域エグゼクティブアドバイザーを務めるジョージ・ローズ氏をお招きしました。
　講演では JET プログラムに参加し、福島県相馬市と浪江町の学校で勤務した際の経験がその後のキャリアに大きな影響を与えたこと、東
日本大震災が起こった際の衝撃や福島に対する思い、メジャーリーグで通訳やスカウトとしていかに日本人選手の活躍を支えてきたかなど
についてお話いただきました。ローズ氏は、JET
プログラムの素晴らしい点は、経験者がアメリ
カに帰国後、たとえ日本と関連のない仕事に従
事していても、日本の大使のように日米間の交
流に貢献してくれているところであると語り、
講演を締めくくりました。参加者の多くは講演
終了後もローズ氏に質問したり、お互いの近況
報告をしたりと、終始和やかな雰囲気の中で交
流を深めました。

ニューヨーク事務所

日本人選手との思い出を語るローズ氏講演するローズ氏
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JET プログラム終了後も日本との繋がりを
　JET プログラム事業部では、JET プログラム参加者にプログラム終了後も
日本と世界の架け橋として、引き続きご活躍いただけるようにさまざまなキャ
リア支援を行っています。
　先日、JET プログラム終了後における自身のキャリアビジョンを明確にし
ていく、1 つの手段として、「キャリアビジョン形成 WEB セミナー」をホー
ムページ上に公開しました。

（URL）
http://jetprogramme.org/ja/careersupport/careervision-webseminar/

　さらに自身のキャリアビジョンを深めていきたいという JET プログラム参
加者を対象に、2022 年 2 月 5 日には「キャリアビジョンフォローアップセ
ミナー」を開催しました。
　JET プログラム参加者が、JET プログラム終了後も継続して、それぞれの
形で日本との繋がりを持ち、日本と世界を繋ぐ貴重な人材として活躍されることを期待しています。

JET プログラム事業部

2022.2.5 キャリアビジョンフォローアップセミナー

移転のお知らせと、事業のご紹介
　市民国際プラザは、2022 年 1 月より相互半蔵門ビル 1 階から
6 階に移転しました。
　移転後も変わらず、自治体と NGO・NPO との連携を支援する
コーディネーターが常駐し、地域における国際協力、多文化共生
の推進を目的に、さまざまなセクターの連携支援、先進事例の発
信等や、相談を受け付けています。地域の国際化に関わるちょっ
としたお問い合わせやご相談でも結構です。
　お気軽にご連絡ください！

　新所在地
　〒 102-0083
　東京都千代田区麹町 1-7 相互半蔵門ビル 6 階
　Tel：03-5213-1734（従来通り）
　Mail：international_cooperation@plaza-clair.jp

■ご相談受付（来館、メール、Zoom、お電話で対応）
・ 多文化共生における自治体と NGO/NPO との連携などについて
・先進事例のご照会
・広報のご相談（メルマガ、SNS などへの情報掲載）など
・ 地域国際化協会・国際交流協会の取り組みについてのご相談など
※ 来館の場合は事前にお電話、メールなどでご予約ください。
■ウェブサイト掲載情報・情報掲示板をご活用ください
　 http://www.plaza-clair.jp/
　https://theshare.info/clairjanic/
■主催セミナーの情報（国際協力、多文化共生）
　http://www.plaza-clair.jp/event/index.html
■メールマガジン登録
　http://www.plaza-clair.jp/plaza/mailmagazine.html

市民国際プラザ

2021 年度�災害時に外国人支援に従事する
関係者向けの研修・訓練事業�関東ブロック現地訓練を実施しました！

　災害時に外国人支援に従事する関係者のスキルアップや関係者同士の顔の見える関係・ネットワークの構築を目的に、地域国際化協会連
絡協議会関東ブロックの協力を得て、現地集合型の図上訓練を実施しました。都県・政令指定都市職員、地域国際化協会職員、災害時外国
人支援情報コーディネーター養成研修（総務省主催）受講者等 34 名にお集まりいただきました。
　訓練では、地震発生後に多くの外国人避難者が発生したことを想定し、災害時多言語支援センターを開設・運営する手順を確認しました。
総務班と情報班の 2 班に分かれ、総
務班では、発災後の慌ただしい状況
下での多言語支援センター開設業務
などに、情報班では、やさしい日本
語を活用した情報発信文書の作成な
どに取り組みました。参加者の皆さ
んには、災害時に必要になる業務や
次々と発生する課題に、組織の垣根
を越えて協力して対応することの大
切さを実感いただけたと思います。
　今後、クレアホームページに開催
概要を公表予定ですので、是非ご覧
ください。

多文化共生課

訓練の様子
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